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この構想をふまえて、M S X 2 +や

t u r b o Rの位置づけを考えてみると、

2 +はY J K ( Y U V )方式（※脚注１）の画像

と日本語機能のテスト機であり、

t u r b o RはZ 2 8 0に代わる高速Z 8 0

であるR 8 0 0のテスト機だとみな

すこともできるだろう。

ユーザーにとってのM S X 3は、

M S X 2からの機能的な延長である

が、西氏のM S X 3は「ホームコンピ

ュータ」M S Xの理想の形を目指し

た物だったのではないだろうか。

当時の外部L S Iの名称を見ると、

画像用L S I、V DP・V 9 9 3 8は、一

部の資料に「M S X - V I D E O」と書か

れている。音源L S IであるY 8 9 5 0

には「M S X - A U D I O」の名が付いて

いる。オーディオ／ビデオに専用の

L S Iを用意し、それらの周囲にコン

ピュータを配置していくという

M S Xの発想は、まさに「デジタル家

電」である。

現在は超高速のC P Uとネットワ

ークによって制御されるデジタル家

電を、M S XではZ 8 0とB A S I Cと

いう限られた技術で実現しようとし

ていた。そんな壮大な構想へのアプ

ローチもまた、M S Xの持つ魅力だ

った。その夢は着実に現在へと受け

継がれている。

1チップ化構想について、西氏はすでに2 0 0 1年にマサチュー

ッツ工科大学（M I T）でプレゼンテーションを行っている。M I T

研究・実験する「Universal Knowledge Project」という世界規

で情報格差を解消するためのプロジェクトがそれである。インタ

ネットの普及は知識の不公平を拡大する。その格差を解消する

めにユニバーサルアクセスを確保し、経済的、言語的障害を乗

越えようとするものであり、次の４つを主要課題としている。
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― M S X 3は情報家電のメディ

アセンターP C的なものを目指し

ていたわけではないんですか。

西 そういうわけではないです。も

う少し通信寄りでした。

― 具体的にはどういったもの

だったのでしょうか。

西 当時の資料がアーカイブのタ

イムカプセルの中にありますから、

それを見てください。

2 0年以上前からの膨大なプロジ

ェクトのアーカイブから発掘された

ものは、なんと手書きサイン入りの

システム図や、マイクロソフトとの

打ち合わせ用にトレースした概略図

などだった。

次ページ資料は、M S X 2が発売

された1 9 8 5年前後に作成された

と思われる。「C P U : Z 2 8 0、V D P :

V 9 9 4 8、S O U N D : Y 8 9 5 0、S Y S

T E M : S 1 9 8 7」といった驚くべき内
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前号でお伝えした1チップM S X構想のその後を取材すべ

く、MSX MAGAZINE編集部が西氏にお話をうかがおうと

していたところ、情報筋から「かつてのM S X 3プロジェクトの

資料が見つかった」という重要な情報が飛び込んできた。さっ

そく取材班は「かつてのM S X 3」について取材すべく、西氏の

事務所を訪れた。

しかし、そこで我々取材班を愕然とさせたのは、悩める西

の姿であった。もしかして次期M S Xの開発に行き詰ったのだ

ろうか？ 取材現場に一瞬、緊張の空気が流れた。

取材が進むにつれてわかったことは、次期M S Xが大きく方

向転換するということ。そして、わずか1年で、次期M S X構

想がかなり具体性を帯びてきたことである。

次期M S Xのキーワード「ユビキタスM S X」とは何か？　真

のM S X 3とはどんなものなのか？　最新テクノロジーで武装

した次期MSXの全貌が今明らかにされる！

M S Xの行き着く先

は「テレビ電話」？

V L S Iワンチップ

に印刷した回路

ースとする段ボ

製パソコン。電

空気電池と太陽電

チップはStrong ARM

などをコアにした V L S I

数バージョンを製作。

1 9 8 5年頃の構想とは

思えない壮大な計画

MSX3の資料発見！

容が書き記されている。また、テレ

ビにカメラを接続してテレビ電話に

したり、スキャナとプリンタが装備

されていたりと、すべてのインタフ

ェースに入力と出力があるのが興

味深い。M S X 2の時点ですでに考

えられていたとは到底思えないよう

な要素が詰まっている。

Z 2 8 0はZ 8 0とオブジェクトコ

ード互換の1 6 b i t C P Uであるが、製

造時期がずれ込んでしまったことも

あり採用されず、後にアスキーが独

自開発した R 8 0 0が用いられた。

V D PはV 9 9 3 8からV 9 9 5 8に進

化。S O U N DはY 8 9 5 0使用の拡

張カートリッジ（M S X - A U D I O）が不

振だったため、P C Mを取り除いた

Y M 2 4 13（M S X - M U S I C）が標準

となった。これらをハード的に統括

するシステムチップは、M S X 2で採

用されたS 1 9 8 5からt u r b o Rで採

用されたS1990へ発展している。

※脚注１

Y U V方式は、J P E GやM P E G 2で用いられている画像圧縮技術のひとつであり、M S X 2 +で採用され

たYJK方式と同じような圧縮方式。MSXの技術は、実はこんなところにも広がっていたのだ。
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１．URI（Universal Radio Internet）Project

世界中のどこからでも接続可能

（10GHz～20GHzの電波と1.2/2.4GHz）

２．UEC（Universal Electronic Coin）Project

どこの国からでもサイバースペースで使用可能な通貨

３．UPC (Universal Paper Computer）Project

誰でも安価に手に入れられるプラットフォーム

４．UNL（Universal Networking Language）Project

189言語のどれでも使用可能な中間言語

下図はその時に配付された資料からの抜粋である。

1 0 0＄ネットパ ソ

の開発。O Sと言語

造したL i n u xとJ a v

C P U 独立の P - C o

筐体はリサイクル

な段ボールとプラ

ック。

西 和彦
Special In t e r v i e w

次期MSXの全貌
ユビキタスMSXが焦点
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